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1. はじめに



企業と連携し、SDGsの課題に
対し、解決策を提案

中高大向け標準化教室
持続可能な人材育成

標準化教材開発
科学技術・イノベーション、
社会制度、市場動向
専門家と連携→教材質担保

消費者向け
標準化教室

企業や自治体向け標準化教室
→SDGsやスマート技術戦略

経済

環境 社会

ISO14001(環境）
ISO20121（イベント）
による脱炭素社会推進

ISO22301
（事業継続＋感染症）
＋ニューノーマル

環境イベント出展 チーム統合MS 学校 消費者

専門家連携
サスティナ研究所

目的：持続可能な開発を担う人材になること

活動内容：国際標準化やSDGs/スマート技術/レジリエンスについて学べる教材の開発と実演

標準化教室

中部大学ESDエコマネーチーム 「標準を使う・作る・教える」
標準：ルール 標準化：ルール作り



線形経済・リサイクリングエコノミ―・
循環経済とは…

出典：環境省_令和3年版 環境・循環型社会・生物多様性白書 状況第1部第2章第2節 循環経済への移行 (env.go.jp)

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r03/html/hj21010202.html


２．教材開発



教材の簡単な紹介

Reduce

Reuse Recycle

設計段階で廃棄物を出さないように
デザインする、資源を抑える発生された廃棄物をどうするのか

９R



教材開発

• 今年度のテーマ

「サーキュラーエコノミー（循環経済）」

• 対象標準化規格

ISO59004

• 目的

一般消費者や中小企業にサーキュラー

エコノミー（循環経済）を理解してもらう
ため

経営戦略の立案



ISO59004をクイズにして学べる
カード

左側：語句の説明

右側：循環経済に
ついてのクイズ

カードの説明

要求事項カード



SDGsカード

カードの説明

左側：題目の内容や関連する
規格・委員会が書かれて
いる。

右側：題目とSDGsに絡めた
対応方法の質問が記載
されている

SDGsについて学べるカード

SDGs と循環経済に関する規格及び問題



投資カード

カードの説明

左側：災害を抑えるため
の投資の事例を記載

右側：クイズを記載

投資例が記載されたカード

循環経済に関する社会制度や技術等を促す
内容を記載する。スマート技術も含む。 
経営者や消費者、行政として技術や仕組み
を導⼊するか検討する。



ハプニングカード

カードの説明

左側：悪影響を与える事象の発
生。

右側：お金や資源を失う

投資度合いにより、被害を抑え
ることができる。

企業に悪影響を与えるカード

循環経済に関するリスクの内容を記載する。



イベントカード

カードの説明

イベントが発生するカード

右側：イベントが発生する

左側：カードに書かれた内容に

よりお金と資源が増加する

循環経済に関する経済的な利益や
損失につながる内容とする



行動カード

カードの説明

行動について学べるカード

行動に関する内容を記載する

行動に関する文

プレイヤーが自身で選択した
企業で書かれている行動を
クイズに絡めて考え答える



9Rカード

カードの説明

９Rについて学べるカード

９R（減少、再使用、
再生利用、拒否、修理、
改修、再考、再製造、
転用）に選択した企業
で当てはめ考える



３．連携



• １０日間 約20時間

春日丘中学と連携し

27名の中学生が参加

• テーマ：循環経済

大学生が中学生に授業を行い
教材を用いて、標準化教育を
行った

• 9月16日啓明祭（文化祭）
で中学生が研究発表を
行った



•テーマ：サーキュ
ラー

エコノミー

11月13日に櫻井が

高校生に向けて授業を
行った。

前半、サーキュラーエ
コノミーの講座をして
学習し後半、グループ
ワークしてグループご
とで発表を行った。



産官民連携

• ８月末に専門家の方々と
連携



標準化教室の開催
• 9月16日 環境デーなごや 1870人

• 10月21・22日 春日井まつり 2104人

• 11月18日 なごやエシカルフェア２０２３ 945人

• 12月６・７・８日 エコプロ２０２３ 11726人

合計で16960人が標準化教室を体験しました。

また検索【まわそう ゲーム 】3億４400万件中

１位と３位ででききます



スポンサー

産官民連携 かがやけ☆愛知サスティナ研究所

環境マネジメント全国学生協議会

お世話になった方々

https://jsemn.org/


４．SDGsとの関連性



企業と連携し、SDGsの課題に
対し、解決策を提案

中高大向け標準化教室
持続可能な人材育成

標準化教材開発
科学技術・イノベーション、
社会制度、市場動向
専門家と連携→教材質担保

消費者向け
標準化教室

企業や自治体向け標準化教室
→SDGsやスマート技術戦略

経済

環境 社会

ISO14001(環境）
ISO20121（イベント）
による脱炭素社会推進

ISO22301
（事業継続＋感染症）
＋ニューノーマル

環境イベント出展 チーム統合MS 学校 消費者

専門家連携
サスティナ研究所

目的：持続可能な開発を担う人材になること

活動内容：国際標準化やSDGs/スマート技術/レジリエンスについて学べる教材の開発と実演

標準化教室

中部大学ESDエコマネーチーム 「標準を使う・作る・教える」



ご清聴ありがとうございました

中部大学ESDエコマネーチーム
フェイスブック

中部大学ESDエコマネー
チームX（旧Twitter）

伊藤佳世研究室 教材ダウンロードはこ
ちらから

中部大学ESDエコマネー
チーム
インスタグラム
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